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ZwCl0823.3+0425銀河団の周辺には、この銀河団を中心に、主に北、北東、南東、北西の 4方向に質量分布が
広がっており、いくつかのダークマターハローが Local Cluster Substructure Survey (LoCuSS)で確認されてい
る。これらのハローは大規模構造フィラメントを構成しており、やがて宇宙の構造進化において、大きな銀河団を
構成する基本要素であると考えられる。また、宇宙の中で広大な体積を占めているとも考えられ、銀河団の重要な
情報を含んでいる可能性も高い。これら同一フィラメント中の複数のハローを weak lens解析と X線解析を組み
合わせて統計的に調べることで、質量やバリオン比、重元素アバンダンスなどとの相関関係を得ることができれ
ば、やがて構造進化において”銀河団がどのように進化していくのか”という統一的な理解に迫ることができる。
今回我々がすざく衛星で ZwCl0823.3+0425(z=0.22)周辺の領域の観測を行った結果、ZwCl0823.3+0425銀河団
とその北側のハローに付随する明確なX線放射が検出され、北東にある弱いweak lens信号のハロー領域からは、
かすかな X線信号が検出さが検出された。一方で北東より強い weak lens信号を示す南東、北西の小さなハロー
領域では、X線の信号がほとんど検出されなかった。今回は前回の発表時よりも background modelを詳細に決
定し、X線解析を行った。その結果、北側の天体は z=0.47に存在する 6kev程度の銀河団であることが示唆され、
北東の天体は北側の銀河団に付随する z=0.47に存在する 3keV程度の銀河団であることが示唆された。また北西
の領域からは、bakgroundよりもわずかに高いX線信号があることが分かった。本講演では、すざく衛星のX線
解析について発表した後、すばる観測結果と比較しながら、これらダークマターハローの性質を議論する。


